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凡 例
1. この目録は，昭和28年3月から55年3月までの「早稲田大学大学院法
学研究科修士論文」提出者（卒業者）を専攻別に分類し，著者の五十
音順に収録したものである。
2. 記載は， 著者名，論文名， C )内は卒業年の順と した。なお，記載
は，原則と して原文どおりと したが，改姓の場合は，判明 した範囲内
で改姓名を使用し，末尾に（ ）で旧姓名を補記した。
3. 排列ば次の分類表による。
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青木早苗
飯塚 与
池田 渉
基礎法学
法哲学
ベ‘ノサムの立法論と功利主義の原理について (29) 
現代国家論上におけるラスキの国家論の地位 (28) 
命令説と法規範ーオースチン批判の展開ー (53) 
ケルゼ‘ノにおける正義の問題と法の問題 (49) 
法の解釈とその学問性 (30) 
秩序論一法学原理論構想として一 (55) 
稲森正昭
内田辰之
内山 隆
金刺亮介
亀山 精
アナクシマンドロスとその体系ー自然法論争前史（その 1)-(49) 
権利概念の理解と規定の方法ーH・ケルゼソ， H・コーイソグ， M・
ヴィレーの場合ー (51) 
北角 賭 ラスキ国家論の一紹介論文 (30) 
黒瀬 博 民主主義と同意ージョソロックにおける同意と自然法をめぐって一
木暮佐次郎 ソ同盟における基本的権利について (29) 
小谷野勝巳 ルソー及びカトンに於ける法と自由 (36) 
島 英徳 契約の自由について (42)
島津英郷 法的思考における論理 (35)
滝島正好 フィヒテ法理論の基本原理一「自然法の基礎」の解析 (44) 
千葉 矩人 「罪と罰」における法的思考法とその限界 (42) 
中村晃紀 オースチソの法と道徳論 (42)
野中公達 法の解釈及び裁判官の立場 (31)
蓮見 登 ヘーゲル法哲学の考察 (47)
長谷川日出世法の妥当性ー純粋法学の一考察ー (52) 
服部二郎 法学理論の科学性 (55)
稗田吉勝 規範的思考一確信犯人を媒介として一 (46) 
多数決原理の理論的考察 (43) 
パウソドに於ける法学方法論について (28) 
“トマス・アクィナスの法”について (45) 
法の技術性に関する研究序説 (32) 
責任の哲学的基礎一刑法学と哲学の交錯ー (43) 
(50) 
蛭田 遼
広瀬照晃
布川玲子
福山仙樹
朴 正明
松原保博 裁判過程における原理と規範一法源と法解釈の研究への一寄与とし
てのエッサーの所論ー (46) 
三浦猥行
森毅
法の多様性と命令理論ーJ・ペンタムの法理論について一 (54) 
近代日本の形成過程に於ける法規範秩序の構造ー山梨県に於ける土
地所有の規範ー (36) 
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山口 迪彦 ヘーゲル「法の哲学」と社会理論の弁証法 (44)
山本 貞行 J-Jルソーの法思想について一「法とは何か」という問題解明のた
めの序論ー (48) 
吉永満夫 違法性と法秩序一刑法学犯罪における「違法性」概念及び「法秩序」
浅古 弘
大沢 和子
菊山 正明
小口 彦太
後藤 正人
篠塚昭子
武末泰雄
津村容子
塙喜一郎
藤田 正
村上義和
守屋幸雄
吉井蒼生夫
米村隆二
概念の批判的検討ー (44) 
日本法史学
律令家族法と血縁主義 (48) 
徳川時代における人身売買 (42) 
『中世家族の法的構造』 (46) 
北魏均田法の成立について (46) 
階級支配としての部落とその史的背景ー津軽地方を中心として見た
る一 (44) 
キリスト教禁止令の時代的背景 (55) 
鎌倉幕府庄郷地頭職の成立 (50) 
律令軍制の特質についての一考察 (53) 
明治期教育法確立過程の一考察ー初等教育法を中心として一 (43) 
第一議会における政治的対抗 (49) 
近世入会権の形成 (43) 
「平安時代における死刑停止」についての一考察 (42) 
『明治前期における「基本的人権」の思想』 (47) 
人足寄場考 (41) 
ローマ法
熊丸光男 ローマ共和政初期における CivesRomani (ロー マ市民団）に関す
る一考察 (55) 
西村隆巻志 Lex Aguilia de damno iniuria datoについて一古代ローマ法に
おける損害賠償の基本構造日― (50) 
法社会学
青木 孝平 「法的関係」と しての 「所有」に関する方法的一考察ー「資本論」に
おける価値論と法 ・序説ー上・下 (52) 
飯山 昌弘 法と社会一媒体と しての法学教育ー (53)
今野民江 小作調停法の機能と農民組合運動宮城県仙北平野の小作調停事例
分析を手がかりに (44) 
岩綺紳之助 マックス ・ウェ ーバー ：中世都市ゲマイソデ論の批判的検討 (52) 
岩野英夫 八ー九世紀隷属農民層発生史序説一浬界グルンドヘルシャフト成立
にみる自由ー (44) 
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太田良行
大野秀夫
大野博実
大橋憲広
柏尾恭彦
金城秀樹
北構太郎
木村くに子
栗原真人
糊澤能生
斎藤憲司
佐野 進
高野和基
田中英秋
徳永厚成
戒能法社会学の方法一社会変革と団体理論をめぐって一 (52) 
イギリス市民革命における土地変革とレヴェラーズ運動 (49) 
フラソス革命期における共同地立法の展開ー1793年 6月10日の「共
同財産分割法」を中心として一 (52) 
英国における「初期独占」と営業の自由 (55) 
日本工場法一成立過程の研究ー (45) 
漁業権の法的性格と漁業補肛問題 (52) 
アイヌの領域に関する若干の考察一漁猟区域を中心として一 (54) 
近代ドイツにおける夫婦財産制の展開 (55) 
イギリス市民革命期のロソドソ市政改革と口‘ノドソ市民 ( 1640~
1653) (50) 
ナチス期における F・ヴィーアッカーの所有権論 (55) 
紛争と法一現代的展開ー (53) 
社会福祉運動（障害者運動）についての一考察 (52) 
《基地補慣》から基地対策ヘー戦後軍事行政の一側面ー (54) 
機能主義理論の研究作業ノート(1) (55) 
戦後民主々義法学とは何であったか一渡辺洋三教授の労慟法学への
提言を素材として一 (54) 
林 研三 カルヴィニズムにおける統治と抵抗 (53)
平松 紘 イギリス ・隷股的土地保有権形成の法的過程と法的構造一比較土地
保有権法研究序説ー (45) 
福田 健 教育権論への一視座 (49)
牧田 勲 江洲一村落における入会慣行の展開と神社境内地編入運動に関する
モノグラフ的考察一滋賀県野洲郡野洲町三上の事例ー (54) 
松村 重紘 『生鮮食料品流通の法社会学』一卸売市場法体系の賂備とその意味一
加藤紘捷
河毛 誠
平田雅子
堀田牧太郎
室町正実
八木保夫
英 米法
英国における国会主権と欧洲共同体法の優位性 (54) 
英国不法行為法における因果関係 (50) 
イギリス不法行為法における夫及び妻の地位 (55) 
(48) 
イギリス刑事法における犯罪カテゴリーと1967年刑事法I・II(48) 
アメリカ合衆国連邦談会の帰化規律権 (53) 
英国における地方行政の改革と住宅立法上・下 (49) 
社会主 義 法
宇野和夫 朝鮮における国家機構の発展過程 (54)
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遠藤憲一
小野民樹
国谷知史
古関彰一
木間正道
島村 博
杉中俊文
高世 仁
土岐 茂
野沢秀樹
早川 弘道
吉田 稔
及川 光明
北林 博
木村利人
桜井栄次
佐々木信
佐藤明夫
高橋章能
高久保基一
土屋正春
鳥野 勝
長谷川光一
真鍋藤正
間宮光俊
山田 信彦
法学研究科修士論文目録
ソビエト民法における市民の個人的所有について (50) 
1918年におけるソビエト憲法の成立過程について (47) 
中国都市居民委員会 (53) 
チェコスロバキアにおける所有並びに所有権体系 (47) 
中国革命における大衆路線と法ー革命的政法原理の形成と発展ー (51)
東独人民政権の建設過程と第一憲法形成史研究のための序説上・下 (49)
中国の社会主義的契約ー供給契約の形成と発展ー (50) 
ベトナムにおける社会主義法制論 (53) 
中国人民政治協商会議共同網領に関する一考察 (49) 
中国国民経済復興期の労資関係―私営企業における管理の民主化を
めぐって一 (52) 
ロシア革命と憲法制定議会ーソヴィエト憲法研究序説ー (48) 
反革命鎮圧運動と反革命罪 (49) 
比 較法学
夫婦財産性の比較法的研究 (36) 
意思表示の錯誤についての英法と我が民法との比較的考察 (38) 
ヴィノグラドフに於ける比較法学について (34) 
イギリスに於ける個人主義的法理論の近代化 (32) 
アメリカに於けるベンサムの影聰ー1831年まで一 (33) 
アルゼ‘ノチ‘ノ法における契約の証明の基礎 (42) 
米国に於ける製造者の製品責任法理の研究 (42) 
法比較の史的概観 (30) 
トルコにおける西欧法の継受ー特にその史的連続性の問題につい
て一1955年イスタ‘ノプール国際比較法会議の報告を中心にー(45)
ホームズ判事と法理論 (33) 
契約の解釈， コモンローと大陸法における理論的展開一比較法的試
論ー (47) 
多層式住宅の区分所有権 (35) 
Rule of lawと日本人の法意識 (42) 
エスパニヤの養子法 (37) 
公 法 学
憲法
鮎京正訓 民族基本権概念の成立過程と構造 (51)
明石安正 最高裁判所批判と国民審査制の再認識 (41)
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浅見伴ー マス・コミュニケーツョ‘ノによる表現の自由一新聞及び放送を中心
として一 (32) 
新井隆一 国家賠償責任の本質 (33)
飯端一郎
池山憲治
石橋 勲
石丸元康
石山昭一
伊勢芳弘
伊津野重満
市川賢吾
伊藤隆夫
伊藤長栄
井上隆生
井上佳道
猪叉弘貴
今泉敏朗
今橋盛勝
井守正典
右崎正博
氏家春敏
内野伸之
憲法改正の限界 (34) 
司法権の独立と裁判官の独立一国民の為の司法と司法への信頼ー (51) 
言論の自由と検閲 (43) 
基本的人権と特別権力関係 (41) 
西ドイツにおける「教育をうける権利」の一考察 (51) 
「憲法変遷」の教義と法理 (55) 
国際連合と中立の研究 (38) 
日本国憲法における政治的亡命について (45) 
違憲立法審査権の研究ー憲法判断回避のルールと裁判所の政策形成
機能ー (49) 
統治行為と日本国憲法 (42) 
表現の自由 (44) 
条例制定権とその限界に関する研究 (35) 
アメリカにおける国政調査権ーとくに証人の保設を中心として一(52)
「主権J論の分析的検討一宮沢『国民代表の概念』から杉原『国民主
権の研究』までの「主権論」に対する疑義ー (49) 
教科書無償法の研究ー立法過程を中心にして一 (42) 
私人間における基本的人権の保障 (47) 
『現代における表現の自由の諸問題』 (48) 
非武装平和主義の誕生と崩壊ーその憲法史的考察一上・下 (52) 
基本的人権の私人間における効力 (42) 
菟原 明 「基本論の第三者効力論」研究序説上・中・下 (49) 
浦田 賢治 天皇の行動について一国事行為以外の行動の性質ー (36) 
海老原一彦 教育を受ける権利と教育の自由 (45) 
大塩勝彦 「司法の自己抑制」について (47) 
大須賀明 日本国憲法第28条の権利の性格 (35)
太田 正寿 基本的人権と条例ー公安条例を中心として一 (43)
大村 泰樹 環境権理論の検討一法の自然へのアプローチの在り方一上・中・下 (52)
大山儀雄 絶対平和主義憲法の現代的意義 (40)
岡部政二 司法権の限界 (42)
岡村 應 統治行為に関する研究一司法権の本質及び限界に関する考察ー(35)
小川 充彦 ウォレ‘ノコートにおける平等権思想―私的人種差別を禁止する憲法
論の考察ー (51) 
小沢達郎 司法審査制の憲法保障機能 (53)
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垣花漑志
神子島孝
風間喜樹
加藤一隆
勝本隆文
鴨野幸雄
川添正道
川津一義
河本 毅
川本正昭
神田 高
菊池武敏
菊池敏郎
北野弘久
北原 仁
清野悌司
金 永熙
金 吉永
久保田穣
熊川次男
隈元郁郎
倉根六次
河野正臣
越路正己
小谷似一
後藤光男
小林賢治
小林俊彦
小柳 秀明
雀 鋲柄
斎藤和夫
斉藤 悟
斎藤征春
目 光正
法学研究科修士論文目録
「私人間における人権規定の効力についての一考察」 (46) 
笞察と「公共の安全と秩序」について (46) 
沖縄住民の人権保障ー沖縄違憲訴訟ー (42) 
法の下の平等憲法第14条第 1項の理念と現実I・JI (35) 
天皇制についての一考察 (44) 
表現の自由ーその保障と抑制との基本分析ー (40) 
参政権と選挙制度ー憲法の原理からの考察ー (44) 
合衆国の「公平原則」―展開と機能の序論的考察ー (51) 
国民主権‘‘抗議的概念"として (50) 
違憲審査権制度と財産権に関する研究 (32) 
行政における適正手続について (55) 
租税法律主義の一試論 (46) 
労働組合の統制権と少数組合員の権利 (55) 
租税法律主義の具体的内容の理論の構成と展開一租税における基本
問題の実証的研究ー (37) 
フラソスにおける公務員のストライキ権 (52) 
地方自治の本旨 (38) 
大韓民国憲法上における大統領の権限論 (35) 
韓国憲法に於ける大統領制の考察 (39) 
戦後日本に於ける「権力分立」の変容に関する試論的分析ーその方
法論的前提を中心としてー (44) 
法令審査権上・下 (34) 
法の下の平等 (37) 
わが国における委任立法概観とアメリカにおけるそれの問題点(34)
ナショナリズムと憲法に関する試的考察 (46) 
憲法と政党 (41) 
憲法の「変遷」 (41) 
アメリカ連邦憲法修正第 1条と良心的反戦論 (49) 
窓法における戦力の意義 (37) 
司法審査制の研究 (34) 
議員定数不均衡と選挙権 (51) 
憲法改正の限界に関する考察 (33) 
プライバシーの権利と裁判所一新しい人権の承認をめぐって一 (55) 
憲法第29条の解釈と運用ー奈良県条例第38号に即しての検討ー (45) 
性表現の自由―刑法175条を中心として一 (52) 
条例についての一考察 (52) 
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佐々木高雄
佐藤英善
佐藤 司
ホップズの抵抗権理論について (45) 
報償契約と公共契約ー公法契約研究序説ー (42) 
「教育を受ける権利」をめぐる諸問題の研究一国民教育法論序説一
(36) 
佐藤 洋 経済的自由 (46)
佐藤吉範
三箇英彦
柴田敏夫
清水英範
末益昭夫
菅沼峯芳
鈴木重昭
須能孝夫
高橋明男
高橋 洋
高橋靖昌
田上邦彦
高見沢昭治
滝沢広務
竹内重年
武田芳彦
田嶋泰彦
橘 茂郎
谷口 紀男
柘植元雄
津田 達郎
土屋英雄
利光大一
仲 哲生
永井憲一
中尾喬一
中島 徹
中殿政男
中野昌治
生存権の性格 (46) 
陪審制度の研究 (46) 
公企業体の本質とその法的性格 (34) 
憲法第38条と人権 (42) 
憲法と教育 (41) 
憲法における租税論 (42) 
予算の発案権と修正権について (35) 
わが国の違憲立法審査権について (46) 
東京都公安条例の違憲性 (42) 
近代地方自治の成立について一1808年プロイセン都市条令にそくし
て一 (52) 
公害の法理一比較法的一考察ー (44) 
象徴天皇制と憲法第20条信教の自由 (45) 
我国における大学の自治一その歴史と問題点ー (43) 
違憲立法審査権の一側面の研究 (50) 
統治行為に関する研究 (34) 
日本の教育体制の展開と教育の自由 (45) 
トマス・ホップズの人権思想 (53) 
日本における議員立法の研究ー第1~74国会での実態と問題点ー (51)
日本国憲法における国会の最高機関性 (47) 
憲法改正の限界 (32) 
基本的人権と公共の福祉 (40) 
現代中国における大衆参加ーその憲法的構造と政治的機能ー上・下
イギリス行政法における司法審査権の限界 (34) 
プロイセソ憲法制定史研究のための予備的考察 (47) 
衆議院の緊急集会に関する研究 (31) 
地方自治の本旨について (32) 
土地問題の憲法論的考察 (55) 
「統治行為」について (43) 
(50) 
司法権の内在的制約について一憲法第 9条を基点として，わが国司
法の機能を考察する一 (39) 
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中村晃二
鍋沢幸雄
西村幸次郎
根森 健
野村寿子
羽鳥文勝
花本悦明
浜野吉生
原田達夫
林喜代美
平井 卓
広沢 明
広沢民生
深見研二
藤 英彦
藤井俊夫
藤原宏平
船木正文
古川 利通
古屋忠彦
古屋次男
朴 氷実
星 幸男
星豊
堀 史麿
松浦美代司
松田 幹夫
松元忠士
松本昌悦
三浦 隆
三浦正岐
水島朝穂
法学研究科修士論文目録
議院の国政調査権の限界 (35) 
自由裁星論序説ー西ドイツ及オーストリーに於ける最近の諸学説の
動向一 (34) 
中国に於ける「司法独立」批判 (42) 
憲法学における利益衡謎的法学思考の批判的検討ー「憲法価値」と
「社会価値」の相剋ー (49) 
衆識院の解散に関する考察 (31) 
違憲審査 (45) 
衆議院の解散権について (34) 
内閣の意思決定方法 (39) 
特別権力関係と司法救済 (36) 
「法の支配」 (43) 
迎憲立法審査権と回避の原則 (44) 
子どもの権利一その確立の歩みー (54) 
公安条例歴史的分析序説 (46) 
国会並びに地方議会の懲罰について (38) 
公共の福祉の概念 (42) 
執行停止と内閣総理大臣の異談 (45) 
国会の国政調査権と司法権 (31) 
戦後文部省改革にかんする一考察 (53) 
ワイマール憲法165条評議会条項の研究 (51) 
憲法と条約の関係（特に国会の条約承認の効果と国内法上の効力）
(42) 
財産権の保障と公共の福祉 (43) 
日本国憲法の基本原理に関する考察ーその思想的底流を中心 と し
て一 (35) 
裁判所規則制定権論 (33) 
表現の自由とその規制一刑法第175条を中心として一 (54) 
憲法改正の限界について (38) 
公害と人権 (41) 
司法権の独立 (32) 
明治初期に於ける言論の自由 (40) 
基本権保障の本質と抵抗権の理論―抵抗権論序説ー (37) 
治安立法の歴史的共因性 (35) 
日本国憲法と統治行為 (43) 
西ドイツ政党禁止制度論序説一現代法治国家の「限界問題」への一
接近ーその 1,その 2 (53) 
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水上喜久夫
南 靖武
箕輪勝彦
憲法改正の限界 (31) 
地方自治制の今日的考察 (43) 
財産権の保障と制限 (46) 
宮川 剛 言論の自由一米国憲法の研究を中心として一 (34)
三輪 隆 フランス革命初期における選挙法制 (48)
村沢 勇 租税法律主義の一考察 (40)
元山 健 イギリス第2次選挙法改革 (1867年）と代議政 Representativego-
森下史郎
諸根貞夫
矢口 登
安室寛治
谷田貝臣男
山岸哲夫
山田 貞夫
山本常雄
山本由木彦
山脇正孝
横坂健治
吉岡 寛
吉賀正男
吉村正寛
李 奉烈
渡部 功
渡利 紘司
vernment (47) 
営業の自由の一考察ーイギリス市民革命期について一 (52) 
アメリカにおける「政治的問題」をめぐる学説の動向ー1959年-1970
年にかけて発表された諸論文を中心にして一 (50) 
営業の自由の制限 最高裁ー公衆浴場法によるいわゆる距離制限一
判決をめぐって (48) 
団結権の歴史と憲法第28条ー第28条解釈の資料として一 (37) 
条約と司法審査権 (37) 
日本の薔察権における権力性の優越 (45) 
主構から見た憲法改正の限界 (40) 
憲法第50条に関しての一考察一期限・条件付許諾論をめぐって一(41)
権力分立制の現代的課題ードイツの権力分立論を中心として一(55)
自由論の視角と展望一人権体系論のための一試論ー (53) 
アメリカ合衆国における選挙権の平等ー選挙制限立法の合理性の研
究ー (53) 
「内閣総理大臣の地位」ー内閣総理大臣独裁を可能にする条件ー(47)
ニューディール期におけるアメリカ連邦最高裁 (54) 
教師の教育権についての一考察 有倉 ・兼子両教授の所説を中心に
して (50) 
憲法と地方自治 (39) 
憲法保障制度の研究 (35) 
統治行為について (44) 
行 ‘政法
稲田 収 開発行政における計画の機能と住民の権利に関する一考察 (50) 
黒須孝郎 行政上の計画の法的性質 (52)
小林博志 薬事行政のあり方をめぐってー作用法論についての一考察ー (51) 
佐藤 剛彦 戦後「教育の自由」論変遷史 (52)
首藤 重幸 「行政法における信義誠実の原則」についての一考察 (50) 
高橋 靖 裁量二元論から裁量一元論ヘ一行政法における自由裁扁概念の特質
と歴史的展開過程への第一歩として一 (51) 
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滝沢繁夫
玉田 誠
渦口似一郎
宮部 大
三好泰平
相沢良司
秋山幸子
阿部勝人
阿部元晴
荒木幸也
淡路竹男
飯塚喜次
勇 一良
石井将浩
石川 晃
石川賢治
石堂功卓
市毛敏夫
一色直行
伊藤健七郎
伊藤新一
今村精一
今村哲雄
岩崎 栄
植原伊佐美
上松 享
簿金孝太郎
内田一郎
内田茂雄
内田順之輔
内海啓雄
梅田元之
江遠純美
王 大徳
法学研究科修士論文目録
行政行為の無効についての考察一通説の検討を通じて一 (54) 
経済行政の分野における行政指違の法的考察 (54) 
我国取消訴訟制度の現代的機能 (55) 
行政指消ー指母による行政に対する替鐘として一 (53) 
補助金行政と法治主義 (52) 
刑法
企業活動と刑法の機能 (50) 
緊急避難の本質に関する一考察 (45) 
「重大な過失に関する一考察」 (46) 
違法性の錯誤について一目的的行為論の立場から一 (40) 
刑法に於ける自救行為論 (33) 
刑法解釈学の方法論的考察 (36) 
偽害罪 (38) 
死刑論 (28) 
「不法原因給付と横領罪」 (47) 
女性における犯罪原因と犯罪性を論ず (28) 
教唆の従属性について (34) 
犯罪予測理論についての一考察 (37) 
横領及び背任罪 (32) 
責任主義と保安処分の関係ーその刑事政策学的考察ー (46) 
刑法改正と自由刑ー特に単一刑論について一 (43) 
法律の錯誤 (31) 
過失犯と社会的相当行為 (44) 
中止犯論 (34) 
安楽死に関する一考察 (55) 
背任罪の本質 (47) 
実行の着手について (31) 
安楽死の綜合的研究上・下 (50) 
構成要件論の研究 (33) 
構成要件理論と当嵌めの錯誤 (28) 
不作為犯の中心問題及びその 2,3の問題について (29) 
集団 (29) 
常習犯人の刑事責任一心理学的研究ー (33) 
賄賂罪に関する若干の考察 (33) 
期待可能性の標準 (38) 
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大崎 出 アソシャソ ・レジームの刑法制度ーヴォルテールの刑法思想を中心
として一本・副・副二 (34) 
大島 勇 常習犯人処遇上の諸問題ーその理論的検討と対策ー上・下 (48)
大塚 博 「刑法学と自由意思」 (47)
大塚裕史
大原邦英
岡田 豊
岡野光雄
岡村 稔
奥出安雄
奥田一男
小田 実
乙部幸次郎
表哲司
加藤恭而
加藤 憲
加藤友朗
加藤正克
金沢奈賀子
川崎 一夫
川崎達也
河田 功
菊池武盟
過失犯における注意義務と注意能力との関係 (54) 
罰金刑の諸問題ーとくに改正刑法準備草案を中心にして一 (43) 
親族相盗例 (55) 
保護観察の本質 (36) 
二重抵当と詐欺 ・背任 (45) 
交通事犯（特に礫逃げ）に対する一考察 (43) 
自白の任意性 (40) 
責任能力 (29) 
刑法的行為概念の考察 (51) 
不作為について (43) 
賄賂罪序説 (38) 
頬推・拡張と罪刑法定主義 (55) 
許された危険の法理の批判 (47) 
宜告猶予に関する一考察 (44) 
自由刑受刑者の人権保障とその限界 (43) 
責任主義の現代的意義 (42) 
「いわゆる行政犯における明文なき過失犯処罰の可能性」 (48) 
刑法における因果閑係論 (44) 
違法性の錯誤 (37) 
菊地弘志 財産犯における刑法と民法の閲係ー財産犯において民法理論はどの
程度考臨されるべきか。 (45) 
菊本治男 目的的行為論とその主観主義犯罪論に於ける内部展開 (31) 
北山 茂 結果的加重犯 (30)
木下鴻乎 期待可能性論序説 (38)
木下太郎 法人及びその機関の刑事責任について (28) 
木原尚幸 不定期刑 (42)
木本 強 違法に収集された証拠の排除法則I・IT (44) 
清原 徹二 刑罰と保守処分の非一元化，非二元化の統合的発展への一試論―「社
会的規範意識により基礎づけられた」責任主義を媒介として (46)
許 富美 少年犯罪論 (39)
金 聖培 不作為犯と構成要件 (31)
倉沢秀昭 緊急避難 (31)
倉田一幸 群集犯罪論孜 (29)
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栗原 猛
粟屋徹郎
呉 英哲
黄 国堂
高 宗礼
孔 哲村
高後元彦
河野和子
五天宏昌
後藤康雄
琴寄公夫
小沼利光
古波倉正光
小栢 邦彦
小谷野鵬
斎藤正和
佐伯 隆
坂井郁叡
酒井安行
堺田勝夫
佐久間俊昭
笹井 勇
佐々木章太郎
佐々木脩二
佐々木隆一郎
佐藤恒明
沢田光正
沢田良雄
篠塚成太郎
篠原正宜
柴田 茂
柴田利和
柴田裕逸
清水勇男
法学研究科修士論文目録
法人思想と法人の刑事賀任 (42) 
業務上過失に関する研究一刑罰加重根拠 ・業務の概念を中心 と し
て一 (34) 
少年犯罪についてとその対策 (41) 
保安処分の研究 (39) 
教唆犯の研究 (36) 
日本刑事訴訟法と訴因制度 (40) 
自由と補強証拠に関する一考察 (40) 
少年保護観察小論 (42) 
故意の内容について一主観的違法要素と故意ー (45) 
罪刑法定主義と犯罪学 (28) 
刑法における因果関係論について (37) 
罪数論の実体法的考察 (33) 
共犯と中止犯 (39) 
労慟争談行為と違法性の原理一社会法秩序論序説ー (37) 
中止犯 (44) 
主観的違法要素 (54) 
罪刑法定主義の研究 (33) 
結果的加重犯 (43) 
刑法における行為概念構成の方法論的側面について (51) 
訴因変更命令 (45) 
青少年犯罪の対策 (43) 
英米法における未遂罪について (32) 
ピケッティソグの正当性 (37) 
賄賂罪の研究 (38) 
背任罪と横領罪との区別 (52) 
『共謀共同正犯』ー「謀談」を中心と して一 (46) 
未遂犯ーその内包について一 (32) 
間接正犯と教唆犯ー主要な学説における区別標準と限界を中心に一
原因に於て自由なる行為 (actiolibera in causa) (30) 
おとり捜査について一麻薬取締法違反事件を中心に一 (36) 
刑法における自由意思論の課題 (40) 
見張行為論への批判 (34) 
臓物罪の研究 (30) 
刑法第240条の法意 (34) 
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(47) 
下川 泰 「原因において自由な行為」における実行行為 (43) 
謝 瑞智 緊急避難論 (41)
城 仲模 死刑廃止論の展開上・下 (41)
神 邊須 違法の意識と責任性 (28) (旧姓吉新弘）
神保光男
神力義美
杉野修一
杉之内孝司
須々木主一
鈴木 煎
鈴木憲一
鈴木晃昭
鈴木良輔
陶山 皓
関力
関 哲夫
銭谷幸雄
曾根威彦
染谷富男
高田六郎
高野光泰
高栢清久
高栖皓太郎
高橋延幸
高梱則夫
高林清允
田口守一
竹原 喬
多田仁一
立木得太郎
立野君子
田中啓一
田中 澄
谷尾紀彦
未必の故意tこついての一私見 (34) 
不能犯 (42) 
連続犯 (32) 
共謀共同正犯の理論 (45) 
規範的責任論の歴史的展開 (32) 
刑法，民法交錯論序説ー解釈論を中心とする若干の考察ー (33) 
違法性の意識について (48) . 
不法領得の意思 (45) 
ピケッティソグの違法性 (36) 
行政刑法に於ける業務主処罰の論拠 (39) 
特別刑法に於ける賄賂罪の一考察 (31) 
刑法の解釈と法益衡菌論 (53) 
因果関係の刑法に於ける地位について (28) 
不作為による作為犯における 「作為義務違反」の体系的地位 (43) 
事実性に関する錯誤の研究 1・2 (30) 
故意の限界一未必の故意を中心として一 (30) 
文書偽造罪における間接正犯 (37) 
主観的行為論 (33) 
犯人蔵匿罪証憑湮滅罪および偽証罪と共犯 (46) 
包括的一罪について (36) 
統一的正犯概念と共犯理論 (52) 
英米法における共同謀議罪についての一考察 (34) 
共謀共同正犯理論の研究 (44) 
少年問題 (40) 
正当防衛論 (32) 
過失共同正犯 (34) 
犯罪原因としての追伝と環境ー特に双生児法と，戦争の少年犯罪ヘ
及ぽせる影啓一 (29) 
刑法 235条ノ I「不動産侵奪罪」に関する若干の考察一世界各国立
法比較と学説の対立ー (37) 
文書偽造罪の基本観念 (31) 
選挙犯罪に関する考察 (42) 
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谷川博彰
玉城宏彦
田村 啓
千葉勝郎
陳 正宗
津田 蕉
簡井 健
椿 幸雄
坪井秀雄
郷 碧吟
徳野秀治
宮田敬一
宮田正造
内藤栄治郎
中島脩司
長島 裕
中空寿雅
中谷藤四郎
仲地哲哉
中村 督
中山敦夫
中山善房
新倉 修
西尾英吉
西原春夫
西山 功
根本忠子
野瀬洋子
能登八郎
野村厚美
法学研究科修士論文目録
共犯者の自由と補強証拠 (45) 
共謀共同正犯理論 (42) 
保安処分の研究 (36) 
過失犯における注意義務と注意能力との関係 (44) 
罪刑法定主義の研究 (41) 
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瑕疵担保責任と不完全履行 (38) 
フラソス不動産譲渡法の史的考察（→ (47) 
近代ドイツにおける土地所有権概念の史的考察一土地所有権法研究
序説一 (55) 
損害賠償請求権の減縮 (52) 
債務不殷行と不法行為との競合 (34) 
危険負担に関する一考察 (45) 
賃借権の無断譲渡・転貸 (40) 
債務引受および契約上の地位の譲渡 (37) 
日本と中華民国に於ける 「不動産物権と登記」の規定の比較 (40) 
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佐伯幸男
坂水洋子
坂本圭右
佐々木隆
佐藤篤士
佐藤辰夫
法学研究科修士諭文目録
離婚法に於ける所謂「破綻主義」 (40) 
鉱害賠償責任の根拠について (36) 
鉄道企業者の保安設備（踏切における） (30) 
権利濫用に関する一考察 (41) 
判例による内縁子法の変遷:;,.(39)
判例研究 実質的同一性の解消と民法612条による解除の可否 (44)
民法176条と177条について (47) 
「日照権の多面的考察」ー特に私法を中心として一 (53) 
根抵当権に関する当面の問題点 (36) 
復氏と復籍 (30) 
法定地上権制度 (36) 
判例に於ける非嫡出母子 (40) 
瑕疵担保責任 (34) 
経済事情の変動による最高価格賠償問題 (36) 
労災補償責任論 (54) 
認知の訴の性質一意思主義から事実主義への展開において一 (43) 
いわゆる近代的所有権について川島武宣教授の 「所有権法の理論」
の批判的検討 (46) 
相続財産に対する相続人の寄与 (47) 
詐害行為取消権の要件をめぐる通説の見解について (36) 
ナボレオソ法典所有権規定の法思想的基礎 (53) 
明治初期における婚姻法の成立 (32) 
「公害に対する私法的救済としての差止諮求権」 Hーその法理論的
根拠を中心にして一 (46) 
生活妨害による被害者の法的救済 (39) 
生活妨害に対する差止請求 (41) 
不法原因給付における所有権の帰属とその限界 (49) 
使用者責任における求償権制限の法理の生成と動向 (55) 
遺言の方式に関する判例研究 (47) 
目的主義離婚法における有責配偶者の離婚請求 (34) 
著作権の研究 (31) 
日本における慣習法論とその歴史 (32) 
英国夫婦財産法序論 (36) 
重婚的内縁の保護と法的構造ー有責配偶者の離婚請求との関係にお
いて一 (54) 
ローマ共和政初期における土地法の構造 (35) 
不法原因給付をめぐる基礎理論の考察 (30) 
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関口 蕉
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相 佳宏
副島嘉博
曾禰国臣
最近の医療過誤判例にみる過失認定の構造と基禅ー昭和40年代の下
級席判例を中心として一上・下 (51) 
父母の婚姻同意権の存否 (40) 
有責配偶者の離婚請求 (55) 
民法第193条における 「被害者迫失主」の意義について (37) 
製造物責任についての一考察ーアメリカにおける不法行為法上の厳
格責任を中心に一 上・下 (48) 
生命侵害に基づく慰藉料請求権の相続性 (42) 
近代的艇子法の研究 (34) 
判例における権利濫用法理の機能ー所有権を中心として一 (44) 
わが国における不動産物権公示の制度と発達 (37) 
判例よりみたる民法第715条第 1項 (35) 
親子間の利益相反行為について (46) 
過失論の一考察 (31) 
非典型担保と法定地上権 (50) 
居住用家屋賃借権の特殊性 (34) 
双務契約の無効 • 取消に於ける不当利得返還義務の範囲 (43) 
面接交渉を通してみた親子関係 (55) 
財産分与と離婚法の近代化ー財産分与と扶猥料とをめぐって一(31)
自動車事故と無過失責任についてー自動車損害賠償保障法を中心と
して一 (32) 
月賦阪売の実態と法律問題の研究 (32) 
権利濫用理論の一考察ー財産権に於ける或る構成ー (33) 
「氏」小論 (35) 
「借家法による家主解約権制限の立法趣旨」 (46) 
生活妨害の私法上の救済 (37) 
婚姻取消に関する一考察（特に重婚を中心として） (41) 
平 佳浩 危険負担における債権者主義の批判的考察一民法534条の合理
高場俊光
高橋拓夫
高橋宏美
高橋正気
高橋由紀子
高山克英
高山浩平
性及び若干の適用問題を中心としてー (36) 
わが国の法学は物権及び債権の概念を如何なる論理で把握した
か (41)
交通事故における示談契約とその有効性について (44) 
父性認定制度に於ける意思主義から事実主義への推移 (42) 
家屋賃借権の相続 (42) 
追棄された妻の居住権ーイギリス法の展開から一 (52) 
代物弁済予約の担保的機能 (43) 
表見代理制度の再構成ー「第三者」概念拡張を契機として一I・Il(47)
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月岡利男
辻本年男
津田忠和
土田彰顕
照木康之
藤条和子
富井利安
富島照男
法学研究科修士論文目録
共同相続と登記 (44) 
プライバツーとマス ・コミーアメリカ法におけるプライバシーの権
利の限界一 (52) 
所有権留保と流通過程ー自動車の流通過程を中心に一 (44) 
我国，建物賃貸借における「近代的信頼関係の潜在期」に関する一
考察 (37) 
墓地使用権の法的性格に関する一考察 (55) 
企業担保法をめぐる諸問題ー担保制度の将来ー (52) 
信頼利益賠位の本質 (38) 
仮登記の効力について (35) 
抵当証券法について一同法の成立意義と運用上の諸問題ー (41) 
信頼保護の場における過失について一史的考察を中心に一上・下(51)
企業担保，従物及び附加物の相関的研究 (31) 
企業の相続ー特に親族的同族企業を中心として一 (46) 
『土地利用法制に関する若干の考察一股地所有権との関連性におい
て』 (47)
分収造林制度に関する法社会学的考察ー佐賀県西松浦郡西有田町実
態調査報告ー (42) 
身元保証制度と信用保険 (37) 
英米動産売買法における所有権と危険の移転ー危険負担における所
有権的構成から契約的構成への過程ー (50) 
養子制度の研究ーマヌ法典を通して一 (28) 
人身保護法に基づく子の引渡請求と子の幸福 (55) 
初期ローマにおける所有権の法的構造一実体法的側面からの考察一
(54) 
公物の時効取得 (36) 
共同不法行為理論の再検討 (45) 
ドイツ金融資本の成立と内地植民法 I・II (43) 
抵当権設定後の賃箕借と民法第395条.(42) 
物上代位制度に関する一雑考 (35) 
夫婦の日常家事債務と表見代理の適用 (38) 
慰藉料の本質と額算定について (36) 
特別縁故者への相続財産分与制度 (47) 
利息法の史的考察と超過利息の法的性質 (41) 
イギリス不法行為法における厳格責任法理の生成と展開ーライラソ
ズ対フレッ チャ事件の法準則をめぐって一 (43) 
内縁解消における財産分与制度と慰藉料請求権の関係ーその救済方
法の一元化への試論ー (34) 
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長久保一郎
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東川始比古
稗田清人
姫野 隆
平山匡嘉
広瀬末治
広瀬信良
笛木俊一
深沢郁喜
福間真樹
福間尉夫
福桝章子
フェロー・サーバソト ・ルール (28) 
重婚的内縁に関する一考察 (49) 
氏の変更に於ける「やむを得ない事由」一実例中心に一 (36) 
民法施行以前に於ける家産に関する一考察 (32) 
内縁出生子の保護 (28) 
「非嫡出子の相続権」 (47) 
民法典の賃貸借契約の歴史的構造ー617条・604条・612条の歴史的構
造ー (34) 
準正嫡出子の氏 (38) 
「取引行為と民法第715条をめぐって」 (46) 
実親子関係成立の基準 (35) 
占有改定と即時取得 (45) 
公害問題における差止詰求権の法的構成一環境権をめぐって (49) 
借家法適用における営業用建物と住居用建物との区別 (35) 
公害問題と共同不法行為理論 (45) 
強制認知の研究一判例を中心にして一 (31) 
解釈論としての公害における無過失責任 (43) 
債権の時効取得について (47) 
私的独占禁止法改正案問題についての一考察 (35) 
地代家賃統制令にみられる法の変遷 (40) 
債務の共同相続 (44) 
破産に於ける宅地建物賃借権の物権化意識ーその覚え書きー (44) 
財産分与制度の内容と性格 (35) 
金銭債権の特異性について (33) 
フラ‘ノス住居賃貸借法研究試論ー1948年法を中心にして一 (53) 
国家賠償法第 1条の過去責任に関する若干の考察一判例を中心とし
て一 (30) 
空間の利用形態とその法的評価について (52) 
財産分与に関する一考察 (41) 
自動車事故による被害者の救済 (35) 
物権的請求権の消滅時効 (38) 
備荒儲蓄法の研究一日本初期救貧法成立史試論ー (46) 
被傷害者の近辺にある人達の精神的利益 (37) 
イギリスにおける損害賠償額算定の基本問題 (51) 
抵当証券理論序説 (35) 
判例にみる不動産担保付金銭債権に於ける市情変更の原則 (44) 
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ドイツにおける用益賃貸借法の発展 (51) 
賃聟動産の譲渡と賃借人の地位 (37) 
法学研究科修士論文目録
土地所有権濫用の研究ー権利濫用法理の濫用の阻止の為に一 (52) 
軍気事業に関する法の社会的基礎とその社会化 (30) 
米国における環境訴訟の一断面ーミ、ンガソ州環境保護法下6年の経
験ー (52) 
新聞による名誉毀損についての一考察 (36) 
所有の前近代的形態についての一考察ー中国に於ける農奴制成立期
の問題によせて一 (37) 
自動車事故責任と被害者のための「完全扶助」制度 (36) 
不法行為法序説 (38) 
「婚姻同意に関する一考察」 (35) 
特別縁故者への追産分与と相続 (38) 
不動産賃借権に基く妨害排除請求 (34) 
氏について (40) 
民法施行前における認知制度 (32) 
相続回復請求権序論 (43) 
松原 哲 公害賠償と共同不法行為論 (55)
松原洋次
松本 勇
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三浦 壮
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三林 宏
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宮崎 昭
宮崎直大
宮平魏秀
宮本哲行
三好 登
村田輝夫
婚姻成立後200日以内に出生した子の地位 (36) 
我が国証拠法の現代的課題 (28) 
連邦社会扶助成立後の西ドイツにおける公的扶助と親族扶旋一生活
扶助の場合の若干の問題について一 (41) 
住居所有権法について (42) 
不動産賃貸借と民法612条ーその解除を中心にして一 (43) 
イギリス離婚法における有責主義に関する覚書 (37) 
不動産用益権における信頼関係 (41) 
投資抵当権の再検討と住宅ローソ貸付債権の流動化方法ー住宅金融
における抵当権の流通を素材として一 (55) 
「太平天国」の土地政策ー天朝田畝制度について一 (32) 
内縁の成立と不当破棄責任 (51) 
法律行為の取消と登記 (54) 
保証人の解約権 (34) 
明治前期における後見制度（主として未成年者の保護を中心として）
(39) 
「土地・建物間の法的構成についての一試論」 (48) 
人身被害における損害賠償に関する一考察ー損害評価のあり方をめ
ぐって一 (55) 
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山口 秀俊
山田 修
山田 享
賃借権の無断譲渡，転貸をめぐる一考察 (35) 
掻音の不法行為の有無 (31) 
イギリス1926年の養子法＿其の誕生に至る談会上の歩みを通じ
て一 (44) 
遣産分割の前提問題の噺理権に関する諸問題 (51) 
種類債権の特定 (45) 
交通事故における過失相殺法理の諸相 (55) 
「権利能力なき社団」理論に対する一考察 (38) 
離婚原因としての不貞行為に関する一考察 (34) 
債権の準占有について (33) 
股業の近代化と法律 その 1 均分相続の制限について (45) 
慰藉料請求権の本質 (36) 
プライヴァツーの侵害と其の救済 (38) 
財産法における家族生活共同体の意義 (40) 
人工授精に関する諸問題ーその法的考察ー上・下 (34) 
『家屋貸借権の相続について』一居住を中心にして一 (46) 
『人工授精と身分法』 (43) 
未成熟子に対する親の扶旋義務 (49) 
名誉の侵害と民事上の救済 (35) 
吉田恒雄
吉田正己
吉永発彦 法律行為の取消と登記ー復帰的物権変動論に立つ構成の試みー(51)
吉本義康 一時使用の賃貸借の認定基準 (41)
林 廷瑞 家屋賃借権の相続 (40)
我妻隆邦 都市計画関係の法律による土地所有権の制限について (46) 
若原 茂 我国における私生子法の変遷について一私生子の範囲をめぐって一
(38) 
渡辺富世 工作物 ・営造物責任における「瑕疵」概念の検討 (54)
渡辺 良政 地下利用の法律問題ー地下鉄敷設の実態と区分地上権 (47) 
商法
相沢正彦 取締役解任制度の研究 (33)
青木 繁 証券取引所における空売規制の研究 (32)
朝香一雄 同族会社の研究ー特に法人税法上の取扱と断法との関係について一
(32) 
浅見東司 手形の隠れたる取立委任裏書 (38)
安達安孝 株式会社に於ける自己株式取得に関する一考察 (38) 
阿部信洪 少数株主権について若干の考察 (43)
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法学研究科修士論文目録
特別利害関係人に関する考察 (44) 
秘密禎立金に関する規定の比較法的考察 (37) 
リース契約の法的性質と開示問題 (52) 
株式会社の分割一社史による実態分析とフラ｀ノス新会社法を中心と
してー (45) 
優先株の序説的考察 (28) 
現行商法における財産目録に関する考察 (32) 
取締役の会社に対する責任についての一考察 (41) 
買取引受契約の法的性質 (39) 
取締役会制度の研究 (40) 
法人は取締役となることができるか (45) 
企業担保法について (34) 
従業員持株制度に関する研究 (44) 
新株発行に関する訴とその事後処理に関する諸問題 (41) 
「アメリカ会社法における事実上の取締役理論」 (47) 
株主総会における特別利害関係人の議決権 (36) 
関係会社の概念ーその理論と実際ー (38) 
株式配当について (40) 
独占禁止法について (40) 
ウルトラバイレス理論に関する研究 (28) 
取締役の報酬規制ー特にイギリス法を中心として一 (43) 
株式会社に於ける営業の譲渡について (44) 
株式の相互保有（持合）について (41) 
経営者の社会的責任についての一考察 (40) 
外国会社 (33) 
取締役会における特別利害関係 (48) 
定期傭船者の第三者に対する責任ーアメリカ法の場合ー (52) 
代表訴訟制度について (43) 
親子会社における法人格の濫用 (45) 
フラ‘ノス拒絶計算証 (factureprotestable)の制度， または手形割
引の諸問題 (52) 
新株引受権について比較法的考察 (31) 
代表取締役・職務代行者に関する考察 (35) 
繰延資産についての一考察 (44) 
一人会社について (43) 
商法上の営業報告書の法的研究 (49) 
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小木曾正和
奥島孝康
尾崎安央
海保泰夫
角田守弘
笠井昭治
加瀬 幸喜
片山恭行
加藤一男
加藤 晋
加藤嶺一郎
金沢 理
金子 勲
金子博人
兼藤 光
樺沢三義
河合一郎
川内克忠
川口健次
河野浩一郎
韓名銅
神田信男
冠地和生
北村 喜一
木村 裕
清田陽三
金 栄斗
金城芳三郎
工藤武重
久保恭孝
久保信朗
久保井一臣
栗山徳子
， 
転換証券としての転換株式の研究 (35) 
減資の法的構成一社史による経済的機能の分析を通して一 (40) 
法定準備金制度の発展と変質 (55) 
アメリカ会社法上の執行委員会制度の研究 (46) 
腹業法人の法律的問題点の素描 (43) 
フランスの株式会社に於ける企業委員会の機能 (30) 
アメリカにおける医療過誤保険とその現状 (53) 
株式会社における迎法配当の法律関係 (33) 
船舶の高度自動化と運送人の堪航能力担保義務について (39) 
同族会社における自己取引 (35) 
商号について (43) 
新株引受権に関する 2, 3の考察 (28) 
英米会社法上の資本概念 (45) 
イギリス会社法のリコンストラク、ンョソについて (50) 
放送企業に関する諸問題 I・II (32) 
少数株主権についての一考察 (37) 
会社訴訟と出訴期間経過前後ー合併無効の訴を中心として一 (35) 
会社法に於ける禁反言則発現規定に関する一考察 (40) 
会社の合併についての一考察 (42) 
『取締役の報酬』 (47) 
中華民国株式会社法における株主総会についての諸問題 (40) 
企業の集団化現象に於ける法と会計一連結財務諸表の法的規制ー (44)
株主総会決議取消の訴とその棄却の許される範囲 (49) 
株主提案権についてーアメリカ法を中心として一 (49) 
株式配当の研究 (30) 
農業法人に関する法社会学的考察 (35) 
商行為を中心とする韓国商法草案の一考察 (38) 
検査役制度について (34) 
業務監査をめぐる若干の問題（改正試案をながめつつ） (44) 
株主総会決議の瑕疵をめぐる諸問題 (33) 
アメリカに於ける各種社債について (36) 
閉鎖的会社の株式の評価に関する若干の考察 (50) 
額面株式 • 無額面株式相互間の転換 (38) 
黒瀬文平 資産評価論における低価主義の法的考察 (46) 
黒永 敬 「イギリスに於ける合併—Take-over を含む一」 (47) 
呉 豊望 不｀渡手形 (43)
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小池紋仁郎
肥塚 勤
黄 博学
黄 連勝
神I嬰f忠、功
木暮一郎
小林 功
小松孝栄
小山 稔
是川 清
近藤和夫
株式譲渡制限に関する立法的考察 (33) 
手形の喪失と利得供還請求権 (37) 
法学研究科修士韻文目録
中華民国会社法審査修正草案の比較法的考察 (41) 
企業の所有と経営の分離ー株式会社法の立法についてー (40) 
閲覧権制度論 (30) 
アメリカにおけるノーフォルト自動車保険 (53) 
株式の譲渡制限と資本の自由化 (43) 
資産再評価椴立金及びそれが資本組入による株式化について (28) 
融通手形の法理 (43) 
商法第23条による名板貸人の責任と手形行為 (43) 
記名株式の譲渡方法に関する若干の考察 (38) 
幸田 功 名義書換代理人制度 (33)
斎藤吉正 商号における登記抹消請求権ー第 1登記権者に対する救
済論ー(45)
坂倉 赫 無額面株式に関する一考察 (34)
酒巻俊雄
坂本 成
佐々木正隆
指田重尚
佐藤紘一
佐藤昌夫
清水悦子
正田昌孝
若野 啓
杉山 元
杉山寿—•
鈴木辰紀
鈴木弘喜
住谷 盛
関根郁夫
世良昭二：
戴 瑞南
平 公雄
大楽光江
多賀建治
アメリカに於ける投資者保護への法の関心一連邦証券法の成立過程
を通してみたる一 (32) 
事後設立 (35) 
税理士の責任と保険 (55) 
取締役会制度に就いて (29) 
船主有限責任制度について (44) 
株主名舘について (33) 
本邦会社史を通じてみたわが国新株発行の歴史 (39) 
「業務監査を中心とした取締役会制度に関する一考察」 (43) 
民法上の組合と手形行為 (42) 
株式会社のなす政治献金 (42) 
会社の設立無効ー事実上の会社に関する考察ー (32) 
企業責任論 (30) 
「法人格否認の法理」ー会社法人格の濫用に対するもの一 (38) 
「ノウ ・ハウ」についての若干の考察 (41) C旧姓竹田）
株式の相互保有について (41) 
企業の独占 (28) 
会社合併の本質 (42) 
新聞広告についての考察 (33) 
SEC Rule 10b—5 にもとづく損害賠償請求権の範囲—Birnbaum を
めぐって一 (52) 
会社設立及び新株発行におけるいわゆる「見せ金」について (36) 
- 87 -
滝田孝子
武居達治
田中弘二
田中周児
谷川 始弘
土井寛治
土井輝生
遠山 允人
友成謙一
内藤英雄
中島史雄
中島政信
永田幹男
中谷光隆
長塚安幸
中野清治
長浜洋一
中村公旭
中村誠一
中村年夫
中村真澄
中安邦夫
中山忠靖
楢木潔身
西尾裕子
西村雅男
新田ミヤ子
沼田 安弘
能勢泰彦
商法上の利益と配当可能利益 (43) 
「アメリカ合衆国会社法制の生成と発展（特にカリフォルニア州会
社法の変遷とその理念と特色について）」 (46) 
新株の公募と時価発行 (37) 
アメリカ商標法上の関係会社の概念 (43) 
名義書換前の株式譲受人の地位 (44) 
人民公社化運動への過程とその内容（労働者持株制に対する一視点
として） (43) 
株式による会社訴権の行使について (29) 
改正商法における繰延資産について (38) 
保険契約の法的発展 (30) 
会社の能力と代表権の限界 (35) 
新株引受権の第三者割当制度を論ず (40) 
株式譲渡に関する諸問題 (29) 
計算書類の承認についての一考察 (37) 
手形の善意取得に関する比較法的考察ー大陸法理論と英米法理論と
の対照において一 (40) 
一人会社について (32) 
談決権なき株式 (32) 
アメリカに於ける自己株式の買入 (29) 
取締役会に就いて一沿革及び権限を中心と して一 (29) 
無権代理裏書と手形法16条 2項 (39) 
株式会社計算規定の改正について一特に評価規定を中心としてー(36)
不正競争法について (30) 
手形の隠れたる取立委任裏書 (41) 
社債の本質について一特に社債契約の性質に関する学説の論争を中
心として一 (28) 
償還株式について (28) 
リース契約の法律関係 (48) 
商法265条判例の変遷 (46) 
監査役制度の展望 (42) 
株券喪失をめぐる問題点の再考察 (37) 
船主責任制限法における主観的要件の考察 (54) 
羽佐田幾雄 名板貸制度に於ける展開 (29) 
荷見知子 白地手形補充権の濫用に対する一考察 (37) 
長谷川安雄 裏書署名の偽造 (41)
畠山 茂 見せ金による会社設立と株式保管金の返逮時期 (44)
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花岡正人
浜田行正
浜谷常男
原口宏房
原科窓哉
原田 哲
早川 卯.l、
桧 正治
平松一郎
平山正剛
深谷伸悟
福井 守
福島 寿
富士元隆雄
藤原克己
二神俊昭
古畑恒雄
古屋秀輔
星川哲也
細田孝一
町田剛徳
松岡照明
松岡洋一郎
水本 猛
三田隆夫
南 良平
三原尊志
宮坂富之助
宮 恭伯
三好健夫
室屋正直
毛利二教
p皿兄 恭志
法学研究科修士論文目録
商品責任論序説 (40) 
取締役会決議の瑕疵に関する一考察 (36) 
資本制剰余の吟味と，それの商法 ・税法 ・会計原則の調和 (38) 
生命保険外務員の権限ー特に告知受領権を中心として一 (47) 
株式会社設立途上における不正事件 (30) 
わが国における法人役員の忠実業務とその構造について (50) 
決議取消又は無効の訴と減資無効の訴一訴の関係を中心として一(42)
新株引受権に関する若干の考察 (38) 
会社法に於ける法人理論の展開 (32) 
代理商の法的地位とその保護について (37) 
取締役の競業避止義務ーその規制法理の検討ー (54) 
株券の除権判決の効カ ・再検討 (33) 
公認会計士の第三者に対する責任ーコモソローと監査特例法10条との
比較考察を中心に一 (53) 
粉飾決算に伴う取締役 ・監査役の責任 (43) 
議決権代理行使における代理人資格の制度について (31) 
記名株式の流通 (35) 
無記名株券一発行，権利行使および流通をめぐって一 (33) 
証券取引の諸型態についての一般的考察 (28) 
船荷証券の証券的効力に関する考察 (39) 
新株の第三者発行と株主保詭一新株の不公正発行を中心としてー(53)
取締役会決議に関する一考察ー特に取締役会決議無効確認の訴につ
いて一 (46) 
会社乗取りについて (42) 
会社能力の目的による制限ー特にアメリカ法における UltraVires 
原則を中心として一 (31) 
株主法人化現象に関する一考察 (54) 
製造者に於ける無過失責任の追求 (44) 
パプリック ・コーポレーションについて (30) 
会社合併の本質 (39) 
アメリカ会社法における受託者理論 (30) 
運行供用者責任の再検討ー保有者の責任と非保有者の責任ー (55) 
空法と空中運送人の免責に関する若干の考察 (30) 
取締役の善管義務と忠実義務に関する一考察 (39) 
既存債権と手形債権との関係における諸問題を論ず (39) 
法的観点からみた「経営者支配」 ーとくに立法論的考察を通して一
(45) 
- 89 -
森 恋司
森田祐司
矢板炎吾
柳沢泰夫
矢野義治
山岡 国家
山口真美
山崎俊一
山下茂樹
山下 筵
山田辰利
山野嘉朗
山本富三
横山 精治
吉井 陣
吉田康二
吉武伸剛
吉村 正
陸川富盛
李 文村
劉 明勲
呂 喬松
渡辺 和彦
渡辺宏重
小原範子
高橋岩和
土田和博
中村 剛
西村 清
福原一成
横川和博
会社合併の本質とその諸問題 (38) 
取締役の責任と保険 (52) 
帳簿閲覧権の法理 (36) 
会社の能力とその限界 (28) 
資本準備金と資本剰余金 (40) 
倉庫証券論 (33) 
収締役の第三者に対する責任ーその法的性質論を中心として一(41)
企業と法人格 (48) 
株券の占有喪失とその流通の保護 (31) 
動産信託について (39) 
手形の偽造をめぐる諸問題一手形の（為造と無権代理に関する一考
察ー (32) 
双方過失による衝突と自動車保険 (54) 
逸法配当 ・違法役員賞与と取締役の資任 (42) 
監査役制度について一証券取引法との関連においてー (41) 
委任状争奪に関する法的処理 (36) 
資本準備金と資本剰余金 (45) 
白地手形論 (35) 
職業上の秘密についての一考察 (35) 
フラソスにおける船荷証券の証拠力を中心とする諸問題 (55) 
中華民国会社法改正草案に於ける授権資本の制度について (39) 
共同海損法制における基礎的課題 (43) 
新価保険の構造と適法性 (41) 
海上保険に於ける因果関係論の研究 (28) 
手形の書替をめぐる諸問題 (36) 
経済法
消費者の権利と安全規制 (54) 
（旧姓朽）
寡占市場における独禁法の機能と限界ー「管理価格」規制を中心と
して一 (48) 
大規模小売店舗法に関する一考察 (54) 
罪占的市場構造規制と独占的状態に対する規制措置 (53) 
日本占領期に於ける中小企業政策と法 (49) 
アメリカにおける銀行持株会社一その発展と法規制ー (53) 
株式保有規制の法理一独占禁止法第 4章規定のコ‘ノグロマリ ット的
企業集団規制法としての有効性の議論をめぐって一 (54) 
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赤坂昭二
石川真澄
石関暁子
石田 尚
大久保均
大沢正男
大原八寿昌
岡戸広吉
小川幸―•
奥田雅一
河原 和郎
菊池史憲
北山和民
木下松男
櫛田三郎
黒田 喜重
栗山 純子
小林 泰
坂本恵：
桜井孝一
佐久川政一
佐藤直治
椎橋邦雄
渋谷芳文
清水洋助
杉浦智紹
鈴木重勝
進士一誠
戴 華龍
高木敬一
高木康次
高橋義道
鶴田忠義
中川和三郎
民事訴訟法
不当執行に因る狽害賠償責任 (28) 
『請求の掬棄 ・認諾とその問題点』 (43) 
訴の主観的予備的併合の許否 (42) 
共有関係の訴訟をめぐる 2, 3の問題 (47) 
法学研究科修士論文目録
外国判決の承認並びにその条件に関する若干の考察 (45) 
実体法と関連をもつ訴訟理論の研究一実体法 ・訴訟 ・裁判ー (31) 
既判力の制度的意義とその機能 (30) 
未成年労働者の訴訟能力 (41) 
執行異議 (30) 
否認権の本質について一債権者取消権との関連に於て一 (28) 
ロ頭弁論期日 の欠席 (44) 
民事訴訟法の判決手続と工業所有権の審判手続との訴訟構造 (32) 
訴訟遂行権について (32) 
フラソスに於ける司法裁判所について (42) 
「損害賠償請求訴訟についての一考察」 (46) 
併合訴訟と牽連管轄 (40) 
第三者を相手方とする反訴 (51) 
「裁判上の和解」の性質と効力 (42) 
一部請求についてードイツの学説判例を手がかりとして一 (55) 
株主総会決議不存在確認の訴について一その訴訟法的考察ー (32) 
訴訟物理論の新展開ー諸学説の批判を足がかりとしてー (36) 
創設訴訟と和解 (32) 
アメリカ合衆国における医師の証言拒絶権 (49) 
訴訟段階構造論 (29) 
親子関係存否確認訴訟について (40) 
不法訴訟と救済の原理 (31) 
私法と権利と訴訟 (30) 
訴訟上の救助ー公害訴訟からの検討ー (52) 
釈明権 (39) 
訴訟要件相互の審理順序ーハルムスの見解を中心にして一 (53) 
共同訴訟について (38) 
不当判決の効力 (28) 
審理の対象と判決の対象 (34) 
除権判決 (32) 
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中村雅麿 「訴訟上の承継」に関する研究 (40) 
西 恨 一部請求について (35)
西尾雄昌 訴訟遂行権に関する一考察 (29)
西口 元 確認の訴の機能からみた確認の利益の再検討ー特に名普棄損の救済
手段を中心にして一 (50) 
仁瓶 益 労働争議と仮処分手続について (29) 
初鹿野清 仮処分に於ける換価命令に対する一考察 (30) 
浜田 敏郎 訴訟法理の一考察ー中村民事訴訟法理の考察ー (32)
早船嘉一 必要的共同訴訟 (37)
土方 貢 破産管財人の法律上の地位について (28) 
福田 貞夫 過去の権利若 しくは法律関係と確認訴訟ーその系譜的考察ー (38) 
藤原 剛 映席手続制度と民事訴訟法第138条 (38)
堀 忠之 訴の変更 (41)
前田栄作 民事訴訟における仲裁制度の地位 (42)
松尾八郎 裁判の第三者に対する効力 (38) 
松本 篤 アメリカ法に於ける請求の併合法則序説ーそのドイ ツ法との比較一
(37) 
万代敬一 行政事件訴訟特例法第10条の法理 (30)
三原 窟 「執行 ・破産並に会社更生法と譲渡担保に関する一考察」 (46) 
富坂 博 民事訴訟法第199条 1項の「主文二包含スルモノ」の意味（「判決理
由中の判断と既判力」） (43) 
宮崎 節 当事者能力の再構成ー「判決の無効」批判を通して一 (53)
森 孝 「判決理由中判断」の拘束力について I・I (46) 
山崎龍治 民事訴訟の制度目的ー主に訴訟学説を背景としてー (40)
山本修作 主要事実に関する一考察 (50)
山本紀明 特殊訴訟一確認訴訟と創設訴訟との中間に位するもの一 (38)
由比 宏忠 会社法上の訴について訴訟法学的考察その 1 (37) 
吉野正三郎 Litisden untia tioの研究 (51) 
吉本五郎 論求権競合とその訴訟上の帰結 (43)
渡辺網吉 訴訟上の請求とその同一性について (29) 
破産 法
加藤哲夫 会社更生における「公正 ・衡平」をめぐる 2, 3の問題 (49)
丹下 博文 企業の再建と清算に関する集団手続の研究 (52) 
本間 法之 西ドイツにおける破産優先権の制限と債権者平等の満足ーわが国に
おける破産法改革へ向けて一 (54) 
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施設管理権と組合活動の諸問題 (38) 
農業雇傭労働について (35) 
イタリヤに於けるフ ァ、ンズム労働法制とその簡単な批判労働法(37)
公共企業体の労働関係と争厳権 (30) 
「公務員の争議権」ー争議権否定の法理を中心として一 (42) 
団体交渉を求める仮処分 (53) 
労使慣行論 (42) 
イギリスにおける労働組合の法認と「営業制限」の法理ーイギリス
団結権史研究への序説ー (48) 
労災保償と民事責任 (42) 
「労働災害と労災補慣」 (47) 
業務命令権の法構造とその限界についての試論 (38) 
平和主義に関する一考察 (42) 
労働者校長論 (35) 
争議行為を理由とする懲戒解雇の効力 (32) 
市民法と労働法における法的主体―市民法原理と労働法原理ー(35)
労働委員会に関する一考察 (36) 
労働契約と生存権ードイツに於ける保護義務の法理ー (36) 
労働者災害補憤制度の研究 (35) 
「労働組合の政治闘争」概念の基礎的検討 (45) 
ロック ・ア ウト法理の一考察 (41) 
民主主義法学における労働法認識に関する考察 (1) (52) 
労働委員会の発する将来に亘る抽象的禁止命令の合法論 (30) 
市民法と労働法における人間の問題 (42) 
幹部責任論 (41) 
イギリスの労働争議強制仲裁制度に関する考察一雇用条件国家仲裁
令および労働争議令の研究ー (54) 
英国における労働立法闘争史 (43) 
労働法における人間 (38) 
労働法と刑法の交錯する問題について 2, 3の考察 (47) 
ドイツに於ける共同決定 (Mitbestimmung) 制度の生成とその背
景一法制化 (1891年）に至るまでをドイツ労働運動との関連でと
らえて一 (52) 
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8時間労働法の原則と労働基準法第36条 (43) 
労働組合に於ける除名と司法審査権の限界 (33) 
職場における団結活動の展開について (38) 
公共企業体労働法論における「公共」性 (43) 
フラ｀ノス最低賃金制の発展 (33) 
合同労組をめぐる諸問題 (36) 
業者間協定による最低賃金制と労働基準法28条 (35) 
小林章一 配置転換と不当労働行為 (43)
榊原匠司 協約における平和義務論 (36)
佐川 一信 わが国に於ける労働基本権思想の基礎一労働争談調停法の成立と展
開過程にみられる労働基本権思想の解明ー (43) 
佐々木秀典 企業廃止の諸形態と不当労働行為一営業の自由と団結権との交錯―
(37) 
定村亨子 団結権保障と労働組合の資格審査制度について (40) 
佐藤 昭夫 アメリカの判例におけるピケッティングに対する法的評価について
(28) C旧姓村上）
佐藤昭紀 資本所有権と争議権の関係の若干の考察ー政府·検察庁 • 最高裁の
「生管」法理の批判的検討と今日的問題点ー (44) 
佐藤敏栄 退職金の法律的性質 (35)
柴田芳市 職場闘争に関する若干の法律問題 (31)
島田陽一 配転における労働契約論の意義と限界 (52)
清水 敏 北ドイツ連邦営業令と 「団結の自由」 (47)
白井 勲 会社解散と不当労働行為一判例・裁定例の分析に基づ＜ー考察ー(49)
代田 貴一 失業労働者保護に関する一考察ー失業保険法を中心として一 (46)
新村洋史 教育労働関係論の方法上の問題とその法理論の検討ー「教師の教育
権」をめぐる労働法と教育法からの統一的アプローチー (44) 
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年次有給休暇制度 (32) 
労働慣行の生成と変動 (42) 
「労働争議権の西ドイツ労働法における位置」ーABC判例を中心と
して一 (44) 
市民社会における労慟基本権の基礎 (42) 
労働者の経営参加論序説 (46) 
沖縄における労働者権の確立過程 (38) 
スウ ェーデソtこ於ける労働者の団結権の保障 (43) 
IL 0条約第 100号一同一価値の労働に対し男女労働者に同一の報
酬一採択過程と問題点 (35) 
懲戒権の本質 (42) 
いわゆる 「平和義務」をめぐ って一最近の理論動向の検討ー (55) 
労働組合の特定政党支持問題 (51) 
年次有給休暇をめぐる諸問題 (33) 
労働協約における人事約款をめぐる労使関係 (43) 
アメリカにおける団結権の発展と取引の自由 (51) 
同情ストとその問題 (32) 
フラ｀ノスにおけるコアリシ ョ‘ノの自由ー 864年法の立法過程にみる
解放立法の論理ー (44) 
日本における失業者保護制度の検討ー失業保険制度を中心として一
労働者及び労働組合の政治スト (46) 
国鉄 「合理化」と現場協議制 (44) 
中国労働運動と労働法 (35) 
政党支持の自由と団結権 (42) 
事前協議制について (43) 
労働協約における解屑同意約款について (38) 
労働法の解釈 (36) 
公務員の政治活動規制について (42) 
就業規則の内容の変更をめぐる問題について (29) 
経営における制裁ーその変遷と理論ー (35) 
懲戒解雇についての研究 (31) 
在籍専従制度（団結権の統制機能体として） (41) 
会社法人格の濫用と不当労働行為 (39) 
林 和彦 争議行為の損害賠償責任ーみすず豆腐事件判決をき っかけに一(45)
林 悟 臨時エの地位及其の法律的諸問題 (29)
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公務員の勤務関係と訴訟手続 (49) 
「労働組合の統制権と政治活動」 (46) 
労働法の概念及び解釈並びに解釈原理試論 (41) 
労働刑事弾圧法史研究序説その 1一近代日本における労働運動
弾圧法の生成と展開ー (52) 
経済構造の変造と労働法秩序 (42) 
国鉄労働者の争談権剥奪と公共の福祉 (38) 
教育公務員の争巖行為 (40) 
労働組合の政治活動について (43) 
『ファ｀ ンズム下に於ける日本労働者の法的関係』一官僚統制をめぐっ
て一 (46) 
合同労組に於ける労使対等原理 (41) 
労働争議と賃金問題一部分スト ・上部遮断ストを中心としての
一考察ー (31) 
企業別組合と第二組合一組合分裂の根底にあるもの一 (37) 
生産管理一争議権の歴史的棉造ー (31) 
村上 武 第二帝制における団結立法の形成と特質 (33)
村山 昂右 労基法36条協定の性格一標準労働時間の法理を中心としてー (34) 
茂木 稔 不当労働行為の救済について (43)
籾井常喜 社宅使用関係の法律的性質 (30)
森 岸生 労働争議における第三者の不利益受忍義務 (34)
森崎武利 労働権保障機能論ービケット権の法理を中心として一 (42)
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本権の統一的把握にたち団結の基点確立のための一試論ー (35) 
山内 久史 フ゜ライベイト・セクターにおけるレイバー ・インジ ャンクションの
発生と終息 (50) 
山岸喜久治 現代西ドイツにおける就業禁止問題ー公務員法上の忠誠諸規定に関
連して一 (54) 
山口 浩秀 労働契約についての一考察 (43)
山田 貫一 遵法斗争論 (32)
山本 雄 不当労働行為制度の再検討 (37)
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アメ リカに於けるボイコット法 (37) 
幹部責任論について (41) 
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国際私法
内田 芳樹 ア •メリカ合衆国における国際的脱税の取締り (54) 
江泉 芳信 アメリカ合衆国の渉外事件における対人管轄権問題ーイリノイ州を
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広江健司 植物新品種の国際的保護 (52)
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